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随
心
院
蔵
訳
和
和
歌
集
と
そ
の
周
辺

―
―
晩
年
の
実
海
の
動
向
と
訳
和
和
歌
集
の
成
立

。
伝
来
を
め
ぐ
っ
て
―
―

は
じ
め
に

天
台
談
義
所
と
し
て
著
名
な
武
州
河
越
北
院

（埼
玉
県
川
越
市
）
十
四

世

。
実
海

（寛
正
元
年
‐４６０
‐
天
文
二
年
町
一
の
撰
に
な
る

『
訳
和
和
歌
集
』

は
、
法
華
経
二
十
八
品
と
開
結
二
経
の
心
を
詠
じ
た
和
歌
を
類
従
し
注
を
付

し
た
釈
教
歌
集
で
、
法
華
経
注
釈
書

『
轍
塵
抄
』
の
著
述
を
は
じ
め
と
す
る

天
台
教
学
に
残
し
た
実
海
の
広
範
な
活
動
の

一
環
と
し
て
夙
に
注
目
さ
れ
る

（
３
）

と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。

同
書
に
つ
い
て
は
、
毛
利
み
の
り
氏
に
よ
り
伝
本
の
紹
介
と
撰
集
資
料
や

撰
歌
方
針
な
ど
の
基
本
的
性
格
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
後
、
辻
勝
美

・
那

須
陽

一
郎
氏
に
よ
り
、
書
写
も
他
本
に
比
し
て
古
く
、
旧
知
の
伝
本
と
は
異

な
る
歌
順
の
整
序
さ
れ
た
系
統
の
日
本
大
学
図
書
館
蔵
本

（室
町
後
期
写

・

円
融
蔵
旧
蔵

。
上
冊
の
み
伝
存
）
の
翻
刻
が
な
さ
れ
、
追

っ
て
発
表
さ
れ
た

那
須
氏
に
よ
る
検
討
に
よ

っ
て
諸
伝
本
の
博
捜
と
再
整
理
が
な
さ
れ
、
伝
本

の
系
統
と
そ
の
成
立
過
程
が
解
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
那
須
氏
の
作
業
と
並
行

海

野

圭

介

し
て
、
内
野
優
子
氏
に
よ
り
慶
安
五
年
刊
本
の
翻
刻
と
内
閣
文
庫
蔵
林
羅
山

旧
蔵
本

（江
戸
初
写
）
と
の
対
校
が
継
続
さ
れ
る
な
ど
資
料
整
備
も
進
め
ら

れ
て
い
る
。

こ
こ
に
検
討
を
加
え
る
標
記
の

一
本
は
、
真
言
宗
善
通
寺
派
大
本
山
随
心

院

（京
都
市
山
科
区
小
野
）
に
伝
領
さ
れ
る
室
町
末
頃
の
写
本
で
、
完
本
と

し
て
は
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る

『
訳
和
和
歌
集
』
諸
伝
本
の
う
ち
最
古
写
で

あ
り
、
加
え
て
、
他
本
に
は
記
さ
れ
な
い
実
海
自
筆
正
本
の
伝
来
経
緯
を
伝

え
、
そ
の
正
本
を
以
て
書
写
し
た
旨
の
識
語
を
持

つ
。
ま
た
、
本
文
の
状
態

を
他
本
と
突
き
合
わ
せ
て
み
る
と
、
識
語
の
記
載
に
違
わ
ず
、
随
心
院
本
に

は
、
歌
順
の
整
序
を
行

っ
た
と
覚
し
き
箇
所
が
あ
り

（
こ
の
整
序
に
つ
い
て

は
日
本
大
学
蔵
本
と

一
致
す
る
）
、
配
列
の
混
乱
を
残
す
他
本
に
対
し
て
、

「
正
本
」
と
称
し
て
違
和
感
の
な
い
伝
本
と
言
え
る
。
『
訳
和
和
歌
集
』
を
考

え
る
際
に
今
後
基
準
と
す
べ
き
伝
本
で
あ
り
、
本
文
全
体
の
翻
刻
提
供
に
つ

い
て
も
別
途
予
定
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
そ
う
し
た
作
業
に
先
立
ち
、
随

心
院
本
の
奥
書

・
識
語
を
読
み
解
く
こ
と
を
通
し
て
、
従
来
知
ら
れ
な
か

っ
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た
撰
者
実
海
の
最
晩
年
の
動
向
と
成
立
直
後
の

『
訳
和
和
歌
集
』
の
伝
来
過

程
に
つ
い
て
述
べ
、
併
せ
て
、
随
心
院
本
自
体
の
成
立
と
伝
領
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

一　

随
心
院
蔵

『
訳
和
和
歌
集
』
書
誌

最
初
に
、
随
心
院
本
の
書
誌
的
事
項
に
つ
き
述
べ
て
お
き
た
い
。

随
心
院
蔵

『
訳
和
和
歌
集
』
（第
１５０
函
１
号
）

天
正
三
年
写
　
一
一冊

袋
綴
。
現
装
は
、
毘
沙
門
繋
空
押
丹
色
表
紙

（
２６
．
７
×
Ⅲ

ｍ
）
ヽ
外
題
な
し

（上
冊
）
、
左
肩
墨
流
文
様
題
簸

「
詳
和
倭
歌
集
　
下
」
（下
冊
）
。
但
し
、
現

表
紙
裏

に
貼
合
わ
せ
ら
れ
た
見
返
部
分

（本
文
共
紙
）
が
本
来

の
表
紙

で

あ

っ
た
と
思
わ
れ
、
現
装
の
見
返
の
裏

（現
存
の
表
紙
に
張
り
合
わ
さ
れ
た

部
分
）
に

「
詳
和
集
　
乾
　
持
主
金
蓮
坊
　
良
忠
之
」
（上
冊
）
、
「
詳
和
集

坤
　
持
主
金
蓮
坊
　
良
忠
之
」
（下
冊
）
の
文
言
が
左
記
の
様
に
記
さ
れ
て

い
る

（図
３
参
照
）
。

冊
、
墨
付
７０
丁
、
首
遊
紙
２
丁
、
尾
遊
紙
な
し
。
毎
半
葉
１０
行
、
和
歌

一
首

１
行
書
、
字
面
高
さ
約
２３
．
５

ｍ
。
序
題

「
詳
和
々
歌
集
序
」
、
内
題

「
詳
和
々

歌
集
」
（上
冊
）
、
「
詳
和
集
下
」
（下
冊
）
。

奥
書

・
識
語
類
は
次
の
通
り

（改
行
は

「
／
」
で
示
し
た
）
。

Ａ
　
求
主
暁
海
」
（別
筆
）

Ｂ
　
右
此
者
詳
倭
々
集
者
賞
海
法
印
諸
集
見
／
出
注
給
、
乍
去
憂
々
不
可

然
也
、
此
篤
本
営
地
／
厩
橋
細
井
玄
修
所
持
之
本
也
、
天
文
年
中
賞

／
海
法
印
武
州
河
越
就
乱
入
厩
橋
地
御
移
／
之
時
分
彼
与
玄
修
出
合

有
御

一
覧
加
除
、
誠
／
々
正
本
也
、
彼
賞
海
御
真
筆
奥
書
如
斯
、

Ｃ
予
所
編
緯
之
詳
和
々
歌
集
之
中
法
華
部
歌
／
可
加
注
之
由
任
於
檀
命
應

厭
所
請
干
時
梗
斎
／
玄
修
有
篤
模
之
個
望
、
働
書
両
巻
授
与
之
畢
、

干
時
天
文
癸
巳
佛
生
前

一
日
法
印
賓
海
印
判
有
、

Ｄ
　
是
干
時
天
正
三
年
乙
亥
於
有
小
奄
見
合
申
候
、
乍
／
恐
二
宮
玉
蔵
院

法
印
慶
春
奉
頼
上
下
共
書
／
之
、
為
上
求
菩
提
下
化
衆
生
也
、
厩
橋

於
八
幡
宮
金
蓮
坊
、　
　
良
忠
求
之
、
」
　
　
　
（以
上
、
上
冊
識
語
）

Ｅ
　
右
此
詳
倭
々
集
者
賓
海
法
印
諸
集
見
分
／
注
給
、
乍
去
憂
々
シ
テ
不

可
然
也
、
此
篤
本
富
地
厩
橋
／
細
井
玄
修
所
持
之
本
也
、
天
文
年
中

賓
海
法
印
／
武
州
河
越
就
乱
入
厩
橋
地
郷
移
之
時
分
彼
与
／
玄
修
出

合
御

一
覧
湖
加
除
、
誠
々
正
本
也
、
彼
賞
海
」
御
真
筆
二
奥
書
如
斯

Ｆ
予
所
編
緯
之
詳
和
々
歌
集
之
中
法
華
部
歌
／
可
加
注
之
由
任
於
檀
命
應

販
所
請
干
時
梗
斎
玄
修
有
篤
模
之
個
望
、
働
書
両
巻
授
与
之
畢
、

干
時
天
文
癸
巳
佛
生
前

一
日
法
印
賞
海
判
レ
印
有
、

Ｇ
　
是
フ
干
時
天
正
三
年
だ
於
有
小
奄
見
合
申
候
、
乍
／
恐
二
宮
玉
蔵
院

持
主
金
蓮
坊

詳
和
集
　
乾
　
良
忠
之

持
主
金
蓮
坊

詳
和
集
　
坤
　
良
忠
之

料
紙
、
椿
紙

（上
冊
巻
首
に
配
置
さ
れ
る
序
文
に
つ
い
て
は
染
紙

（黄
策

染
）
を
用
い
る
）。
上
冊
、
墨
付
６９
丁
、
首
遊
紙
２
丁
、
尾
遊
紙
１
丁
。
下



法
印
慶
春
奉
頼
上
下
共
・こ

書
之
、
為
上
求
菩
提
下
化
衆
生
也
、
厩

橋
於
八
幡
／
宮
金
蓮
坊
、　
　
良
忠
求
之
、

Ｈ
　
求
主
暁
海

（別
筆
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（以
上
、
下
冊
識
語
）

右
記
の
奥
書
類
は
、
Ａ

・
Ｈ
の

「暁
海
」
に
よ
る
識
語
の
み
別
筆
で
、
他

の
Ｂ
～
Ｇ
は
同
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
上
冊
首
遊
紙
２
丁
目
裏
の
ノ

ド
近
く
の
下
方
、
下
冊
墨
付
１
丁
表
小
口
近
く
の
下
方
に

「持
主
暁
海
」
の

墨
書
が
あ
る

（何
れ
も
識
語
Ａ

・
Ｈ
と
同
筆
、
図
１
参
照
）。

用
字
、
漢
字

・
平
仮
名
。
印
記
な
し
。

『
訳
和
和
歌
集
』
の
成
立
と
伝
来
を
伝
え
る
奥
書

・
識
語
類
は
、
従
来
、

撰
者
で
あ
る
実
海
に
よ
る
記
載
と
目
さ
れ
る
Ｃ

・
Ｆ
部
分
が
知
ら
れ
る
の
み

で
あ
っ
た
。
随
心
院
本
に
は
、
Ｃ

・
Ｆ
を
間
に
挟
む
形
で
他
本
に
記
さ
れ
な

い
Ａ

・
Ｂ

。
Ｄ
及
び
Ｅ

。
Ｇ

・
Ｈ
の
識
語
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
識

語
に
よ
り
、
『
訳
和
和
歌
集
』
の
成
立
と
伝
来
過
程
に
つ
き
新
た
な
知
見
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　
天
文
年
間
の
武
州
に
お
け
る
実
海
と

『
訳
和
和
歌
集
』
の
成
立

随
心
院
本
に
記
さ
れ
る
Ｂ
の
書
写
奥
書

（下
巻
で
は
Ｅ
に
相
当
）

。
Ｃ
の

撰
者
実
海
に
よ
る
奥
書

（下
巻
で
は
Ｆ
に
相
当
）
は
、
天
文
年
間
の
最
晩
年

の
実
海
の
動
向
と

『訳
和
和
歌
集
』
の
成
立
や
ご
く
初
期
の
伝
領
を
伝
え
て

い
る
。
馴
か
文
意
が
汲
み
難
い
箇
所
も
あ
る
が
、
以
下
に
奥
書
類
を
順
に
読

み
解
く
形
で
記
さ
れ
る
事
柄
の
整
理
を
行
い
た
い
。
な
お
、
Ｃ

（Ｆ
）
は
、

『
訳
和
和
歌
集
』
自
体
の
成
立
に
関
わ
る
経
緯
を
述
べ
、
Ｂ

（Ｅ
）
は
、
そ

の
後
の
随
心
院
本
へ
と
至
る
転
写
と
本
文
修
訂
の
過
程
を
伝
え
る
奥
書
で
あ

る
た
め
、
Ｃ
↓
Ｂ
の
順
で
見
る
こ
と
と
し
た
い
。

Ｃ

（及
び
Ｆ
、
実
海
に
よ
る
奥
書
）

①
予
所
編
緯
之
詳
和
々
歌
集
之
中
、
法
華
部
歌
可
加
注
之
由
、
任
於
檀
命

應
販
所
請
、

こ
の
Ｃ

（
Ｆ
）
の
部
分
は
、
実
海
に
よ
る
奥
書
で
、
『
訳
和
和
歌
集
』
の

成
立
事
情
を
伝
え
る
文
言
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
冒
頭
よ
り
、
現
存
の

『
訳
和
和
歌
集
』
の
規
模
を
上
回
り
、
法
華
部
以
外
の
和
歌
を
も
所
収
す
る

『
訳
和
和
歌
集
』
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
法
華
部
の
み
を
抜
粋

し
施
注
し
た
も
の
が
、
今
奥
書
を
記
す

『
訳
和
和
歌
集
』
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
る

（現
存
本
は
、
全
て
法
華
経
部
の
み
の
施
注
歌
集
）
。
従
来
指
摘
さ
れ

る
の
と
同
じ
く
、
現
時
点
に
お
い
て
も
、
こ
こ
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
現
存
本

を
大
幅
に
上
回
る
規
模
の
釈
教
歌
集
と
し
て
の

『
訳
和
和
歌
集
』
に
関
す
る

報
告
は
な
い
が
、
現
存

『
訳
和
和
歌
集
』
に
所
収
さ
れ
な
い
和
歌
を
記
す
供

諏抄嵯醐麟訓『̈
］‐こ親あ（王」琢判み静詞［議詠に針雌蜘罐程‐こ薇一脚

に
否
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
「任
於
檀
命
」
以
下
は
、
語
義
の
判
断
が

難
し
い
文
脈
で
あ
る
が
、
『訳
和
和
歌
集
』
へ
の
施
注
が
檀
越
か
ら
の
依
頼

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

②
干
時
梗
斎
玄
修
有
篤
模
之
個
望
、
働
書
両
巻
授
与
之
畢
、
干
時
天
文
癸

巳
佛
生
前

一
日
法
印
賞
海
印
判
有
、

「梗
斎
玄
修
」
の
部
分
は
、
「斎
」
と
し
た
文
字
が
や
や
曖
昧
な
字
形
で
記

さ
れ
て
い
る
。
諸
伝
本
を
対
照
し
て
も
同
様
の
例
が
多
く
、
本
来
的
に
誤
読

誤
記
を
生
じ
や
す
い
字
形
で
記
さ
れ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
文
字
の
特
定



が
躊
躇
さ
れ
る
が
、
後
述
の
Ｂ

（
Ｅ
）
識
語
②
の
記
載
に
よ
り
、
厩
橋

（前

橋
）
の
地
に
お
い
て
実
海
が
出
会

っ
た

「細
井
玄
修
」
な
る
人
物
の
こ
と
を

指
す
と
判
断
さ
れ
る
。
「梗
斎
」
は
、
そ
の
号
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
、
今
は

「
梗
斎
玄
修
」
を
人
名
と
考
え
て
お
き
た
い
。
以
下
は
、
「
玄
修
」
よ
り

「篤

模
之
個
望
」
が
あ
り
、
『
訳
和
和
歌
集
』
両
巻
を
授
け
た
と
解
さ
れ
よ
う
。

「
天
文
癸
巳
佛
生
前

一
日
」
は
天
文
二
年

（
‐５３３
）
四
月
七
日
、
実
海
入
寂
の

約
四
ヶ
月
前
に
あ
た
る
。

Ｂ

（及
び
Ｅ
、
書
写
奥
書
）

①
右
此
詳
倭
々
集
者
賞
海
法
印
諸
集
見
出
注
給
、
乍
去
愛
々
不
可
然
也
、

こ
の
記
述
は
、
先
述
の
Ｃ

（
Ｆ
）
の
実
海
奥
書
と
も
照
応
じ
、
実
海
に
よ

る
釈
教
歌
の
抄
出
と
そ
れ

へ
の
施
注
と
い
う

『
訳
和
和
歌
集
』
の
成
立
事
情

を
説
明
す
る

（抄
出
の
範
囲
や
方
法
に
つ
い
て
は
前
述
の
毛
利
み
の
り
氏
に

詳
細
な
検
討
が
あ
る
）
。
「乍
去
」
以
下
の

「憂
々
不
可
然
」
の
言
は
馴
か
意

が
汲
み
難
い
が
、
『
訳
和
和
歌
集
』
の
撰
集
に
関
わ
る
文
脈
に
連
続
し
、
ま

た
、
後
に
記
す
③
の
部
分
に

「加
除
」
を
行

っ
た
旨
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
文
の
状
態
を
述
べ
た

一
文
で
、
未
整
序
の
状
態
を
残
し
て
い
た
こ
と

を
言
う
と
考
え
て
お
き
た
い
。

②
此
鳥
本
、
富
地
厩
橋
細
井
玄
修
所
持
之
本
也
、
天
文
年
中
、
賞
海
法
印

武
州
河
越
就
乱
入
、
厩
橋
地
御
移
之
時
分
、

こ
の
部
分
は
、
当
該
写
本
の
素
性
を
説
明
し
た
文
言
で
、
署
田地
厩
橋
」

は
、
「武
州
河
越
就
乱
入
、
厩
橋
地
御
移
」
と
あ
る

「
武
州
河
越
」
（埼
玉
県

川
越
市
）
の
近
隣
を
想
定
す
る
の
な
ら
ば
、
現
在
の
群
馬
県
前
橋
市
付
近
を

指
す
と
す
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う

（前
橋
は
、
古
く
は

「
厩
橋

（ま
や
は

し
と

と
も

「
前
橋
」
と
も
称
さ
れ
、
後
に

「前
橋
」
に
統

一
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
と
い
う
）
。

「細
井
玄
修
」
は
、
Ｃ

（Ｆ
）
の
実
海
奥
書
に

「
梗
斎
玄
修
」
と
記
さ
れ

る
天
文
二
年
に

『
訳
和
和
歌
集
』
を
実
海
よ
り
授
け
ら
れ
た
人
物
に
相
当
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
時
点

で
は
該
当
者
を
見
出
せ
て
い
な
い
が
、
厩
橋

（前
橋
）
の
東
に
隣
接
し
て
伊
勢
神
宮
領
細
井
御
厨

（前
橋
市
上
細
井
町

・

下
細
井
町
）
が
あ
り
、
「
細
井
」
を
称
し
た
在
地
の
者
、
或
い
は
、
「
細
井
」

は
地
名
を
言
い
、
そ
の

「
細
井
」
に
拠
点
を
置
く

「玄
修
」
な
る
人
物
を
指

す
と
考
え
ら
れ
る
。

「
天
文
年
中
」
の

「武
州
河
越
」
の

「
乱
」
と
は
、
同
地

の
覇
権
を
廻
り

対
立
し
た
、
後
北
条
氏

（氏
綱

・
氏
康
）
と
上
杉
氏
と
の

一
連
の
争
乱
を
指

す
と
考
え
ら
れ
る
。
北
条
氏
綱
に
よ
る
天
文
四
年

（
‐５３５
）
十
月
の
河
越
城
攻

め
、
同
六
年
の
河
越
攻
め
に
よ
り
河
越
城

（埼
玉
県
川
越
市
郭
町
）
が
上
杉

氏
か
ら
後
北
条
氏
に
渡
り
、
同
十
五
年

（
‐５４６
）
四
月
二
十
日
の
所
謂
、
河
越

合
戦
を
契
機
と
し
て
、
武
蔵
国
及
び
南
関
東
の
覇
権
は
後
北
条
氏

へ
と
移
る

こ
と
と
な
初
。
奥
書
の

「
天
文
年
中
」
は
、
こ
う
し
た
争
乱
の
時
代
を
惣
じ

て

「
天
文
」
と
記
す
と
思
わ
れ
る
が
、
実
海
自
身
は
天
文
二
年
八
月
十
七
日

に
没
し
て
お
喫
、
天
文
年
間
の
ご
く
早
い
時
期

（或
い
は
そ
れ
以
前
）
か
ら

河
越
の
地
は
混
乱
の
中
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
河
越
か
ら
厩
橋

へ
は
、

近
隣
を
通
る
鎌
倉
街
道

（鎌
倉
か
ら
信
濃

へ
至
る
）
を
辿
り
移
コ
け
る
こ
と

が
可
能
で
あ
り
、
且

つ
厩
橋
近
郊
に
は
天
台
談
所
も
点
在
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
縁
を
頼
り
、
厩
橋

へ
と
居
を
移
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

③
彼
与
玄
修
出
合
、
有
御

一
覧
加
除
、
誠
々
正
本
也
、



こ
の
部
分
は
、
前
述
の
争
乱
を
避
け
、
河
越
か
ら
厩
橋
に
移

っ
た
実
海
が
、

在
地
の

「細
井
玄
修
」
と
出
会
い
、
そ
の
際
に
玄
修
に

『訳
和
和
歌
集
』
の

披
見
を
許
し
た
こ
と
を
言
う
と
考
え
ら
れ
る
。
「有
御

一
覧
加
除
」
と
は
、

玄
修
所
持
の
伝
本

（或
い
は

「出
合
」
の
際
に
書
写
し
た
本
か
）
を
実
海
が

一
覧
し
、
修
訂
を
加
え
た
こ
と
を
言
い
、
そ
の
た
め
、
玄
修
の
所
持
す
る

一

本
を

「正
本
」
と
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

「加
除
」
に
つ
い
て
は
、
随

心
院
本

。
日
本
大
学
蔵
本

（随
心
院
本
と
同
系
統
）
に
は
、
他
本
に
残
る
歌

順
の
混
乱
を
整
序
し
た
箇
所
が
あ
り
、
奥
書
の
記
載
を
裏
付
け
る
。

④
彼
賞
海
御
真
筆
奥
書
如
斯
、

こ
れ
は
、
続
い
て
実
海
真
筆
本
の
Ｃ

（Ｆ
）
の
奥
書
を
転
記
す
る
こ
と
を

言
う

（随
心
院
本
で
は

一
字
上
げ
て
記
さ
れ
、
他
の
書
写
奥
書
と
は
区
別
さ

れ
て
い
る
）。
な
お
、
こ
の
Ｃ

（Ｆ
）
の
実
海
奥
書
は
、
内
閣
文
庫
本
な
ど

に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
既
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

〓
一　
天
正
年
間
の
上
州
に
お
け
る

『
訳
和
和
歌
集
』
の
伝
領

随
心
院
本
の
Ｄ

（Ｇ
）
の
書
写
奥
書
と
Ａ

（Ｈ
）
の
伝
領
識
語
は
、
「細

井
玄
修
」
の
所
持
し
た

「正
本
」
と
称
さ
れ
る
実
海
の

「加
除
」
を
経
た
伝

本
が
転
写
さ
れ
伝
領
さ
れ
て
ゆ
く

一
つ
の
経
路
を
伝
え
て
い
る
。

Ｄ

（及
び
Ｇ
、
書
写
奥
書
）

是
干
時
天
正
三
年
乙
亥
於
有
小
奄
見
合
申
候
、
乍
恐
二
宮
玉
蔵
院
法
印

慶
春
奉
頼
上
下
共
書
之
、
為
上
求
菩
提
下
化
衆
生
也
、
厩
橋
於
八
幡
宮

金
蓮
坊
　
　
良
忠
求
之
、

当
該
部
分
に
は
、
実
海
に
よ
り
記
さ
れ
た
奥
書
Ｃ

（Ｆ
）
に
見
え
る
天
文

二
年

（‐５３３
）
よ
り
四
十
二
年
を
経
た
天
正
三
年

（‐５７５
）
に

「細
井
玄
修
」
所

持
本
が

「
二
宮
玉
蔵
院
法
印
慶
春
」
に
よ

っ
て
転
写
さ
れ
、
「厩
橋
」
の

「
八
幡
宮
」
に
お
い
て

「金
蓮
坊
良
忠
」
が
そ
れ
を
求
め
た
と
い
う
書
写
と

伝
領
の
経
緯
が
記
さ
れ
る
。

こ
の

「
二
宮
玉
蔵
院
法
印
慶
春
」
と
あ
る

「
二
宮
」
は
、
赤
城
三
所
明
神

（
‐７
）

と
も
称
さ
れ
る
赤
城
信
仰
の
拠
点
の

一
つ
で
、
前
橋
市
二
之
宮
町
に
鎮
座
す

る
二
宮
赤
城
神
社
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
『
前
橋
市
史
１
』
に
掲
載
さ
れ
る

明
和
五
年

（
‐７６８
）
二
月
二
十

（
五
知

の
年
紀
を
記
し

「
公
儀
江
上
２

と
記
載

の
あ
る

『赤
城
二
宮
大
明
神
絵
図
』
で
は
、
鳥
居
の
手
前
西
方
に

「玉
蔵
院

古
寺
跡
　
一二
反
八
畝
十
二
歩
」
の
記
載
が
見
え
る
。
同
図
に

「古
寺
跡
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
明
和
五
年
当
時
に
は
既
に
同
地
の
玉
蔵
院
は
廃
寺
で
あ

っ

た
よ
う
で
あ
る
が
、
境
内
図
に
含
ま
れ
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
元
来
は
別
当

寺

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
法
印
慶
春
」
は
、
同
寺
に
住
し
、
二
宮
赤

城
神
社
の
管
理
に
携
わ

っ
た
僧
侶
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
事
跡
等
の
詳
細

は
現
時
点
で
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
。

「
八
幡
宮
金
蓮
坊
良
忠
」
に
つ
い
て
は
、
群
馬
県
立
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ

る
前
橋
八
幡
宮
文
書
の
う
ち
、
「元
亀
二
年

（
‐５７‐
）
四
月
十
六
日
北
条
高
定

寄
進
状
」
（口
ｏ
ｌ
〓

中
世

・
ミ
ヽ
じ

、
「
同
年
同

日
北
条
高
広
安
堵
状
」

（口
ｏ
ｌ
〓

中
世

・
ミ
ヽ
い
）
に
、
「厩
橋
八
幡
宮
」
の
呼
称
が
見
え
、
宛
先

を

「金
連
坊
」
と
す
る
例
が
見
出
せ
る
。
後
者
の
安
堵
状
に
は

「
別
当
家
武

運
長
久
之
御
祈
念
」
の
文
言
が
見
え
、
宛
先
の

「
金
蓮
坊
」
は
元
亀
二
年
当

時
の
厩
橋

（前
橋
）
八
幡
宮
別
当
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
詳

細
は
不
明
で
あ
る
。



Ａ

（及
び
Ｈ
、
伝
領
識
語
、
他
の
奥
書
と
は
別
筆
）

求
主
暁
海

「求
主
暁
海
」
の

一
文
は
、
上
冊
の
本
文
末
尾
の
余
白

（識
語
類
は
こ
の

「
求
主
暁
海
」
の
署
名
部
分
と
は
別
に
丁
を
改
め
て
記
さ
れ
て
い
る
）
と
、

下
冊
の
識
語
類
を
記
し
た
後
の
余
白
に
記
さ
れ
て
い
る
。
共
に
、
や
や
稚
拙

な
筆
致
で
Ｂ
～
Ｇ
や
本
文
と
は
明
ら
か
に
別
筆
と
判
断
さ
れ
、
既
に
Ｂ
～
Ｇ

の
識
語
が
記
さ
れ
て
い
た
随
心
院
本
そ
の
も
の
を
伝
領
し
、
自
身
の
名
を
書

き
加
え
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の

「
暁
海
」
に
つ
い
て
は
、
Ａ
及
び
Ｈ
の
記
述
の
み
で
は
情
報
も
少
な

く
確
実
な
こ
と
は
示
し
難
い
が
、
可
能
性
を
求
め
、
同
名
の
僧
侶
を
検
索
す

る
と
、
川
越
中
院
所
蔵

の

『
過
去
帳
』
に

「
暁
海
法
印
北
院
」
の
名
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
叡
山
文
庫
天
海
蔵

『
俗
諦
常
住
』
の
表
紙
に

「
二
諦
義
俗
諦
常
住

案
立
要
文
暁
海
也
」
、
末
尾
に
次
の
よ
う
に

「暁
海
」
の
名
が
見
出
せ
る
。

上
州
渋
河
真
光
寺
堪
忍
之
湖
、
祭
礼
之
用
意
書
之
、
筆
者
武
蔵
之
住
安

養
寺
常
住
六
位
暁
海
、
形
見
後
見
之
寺
首
題

一
辺
所
□
之
候
、

天
正
十
八
年
庚
寅
三
月
十
八
日

同
じ
く
、
叡
山
文
庫
天
海
蔵

『
山
王

一
心
三
観
口
伝
』
に
も
次
の
識
語
が

見
え
る
。

弘
治
四
年

（
‐５５８
）
天
戊
午
二
月
吉
日
忠
慶
法
印
求
法
竪
者
暁
海

こ
れ
ら
三
者
の

「
暁
海
」
が
同

一
人
物
で
あ
る
か
否
か
、
ま
た
、
随
心
院

本
を
伝
領
し
た
僧
侶
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
確
定
に
至
る

材
料
を
今
は
持
た
な
い
が
、
『
俗
諦
常
住
』
識
語
に
記
さ
れ
る
渋
河
真
光
寺

（群
馬
県
渋
川
市
）
は
、
天
台
談
義
所
と
し
て
著
名
な
寺
院
で
あ
り
、
同
所

に
お
い
て
論
義
の
要
文
を
書
写
し
た
、
武
蔵
国
安
養
寺
の
住
侶

「暁
海
」
は
、

記
さ
れ
る
地
名
か
ら
も
、
天
正
十
八
年
と
い
う
年
紀
か
ら
も
Ｂ
～
Ｇ
の
識
語

の
記
載
と
矛
盾
し
な
い
。
随
心
院
本
の
伝
領
者
と
し
て
不
審
無
い
よ
う
に
思

わ
れ
、　
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
考
慮
し
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四
　
随
心
院
蔵

『
訳
和
和
歌
集
』
の
書
写
と
伝
領

「暁
海
」
に
よ
る
墨
署
名
を
別
筆
で
書
き
入
れ
る
随
心
院
本
は
、
暁
海
以

前
に
書
写
さ
れ
、
暁
海
へ
と
伝
領
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
が
、
書
写
奥
書
Ｄ

（Ｇ
）
に
挙
が
る

「金
蓮
坊
」
及
び

「良
忠
」
の
名
が
、
随
心
院
本

『訳
和

和
歌
集
』
元
来
の
表
紙
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
現
装
の
見
返
部
分
の
裏
に

「持
主
金
蓮
坊
」
「良
忠
之
」
と
記
さ
れ
て
お
り

（図
３
参
照
）、
随
心
院
本

は
、
金
蓮
坊
良
忠
の
所
持
し
た
写
本
そ
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
考
慮
さ
れ

る
。
無
論
、
表
紙
に
記
さ
れ
る
墨
署
名
が
転
写
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
随

心
院
本
自
体
室
町
後
期
頃
の
書
写
に
か
か
り
、
識
語
の
年
紀
と
も
矛
盾
し
な

い
。随
心
院
本
が
、
良
忠
所
持
本
で
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、
随
心
院
本
は
、
先
述

の
奥
書
Ｂ
～
Ｇ
に
記
さ
れ
る
書
写
の
過
程
を
辿

っ
た
伝
本
そ
の
も
の
で
あ
り
、

実
海
自
筆
本
に
加
除
を
加
え
た
玄
修
所
持
本
の
転
写
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
可
能
性
を
否
定
す
る
材
料
は
な
く
、
天
正
三
年

（‐５７５
）
に
玉
蔵
院
慶
春
が
書
写
し
、
金
蓮
坊
良
忠
に
伝
え
ら
れ
た
伝
本
で
あ

る
と
見
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

随
心
院
本
の
奥
書
類
は
、
実
海
の
奥
書
部
分
も
含
め

一
筆
で
記
さ
れ
て
お



図 3 随心院蔵『訳和和歌集』下冊 元表紙 。後補表紙

り

（図
２
参
照
）
、
角
張
り
押
し
潰
さ
れ
た
よ
う
な
筆
致
は
、
表
紙
に
記
さ

れ
た

「良
忠
之
」
等
の
墨
書

（図
３
参
照
）
と
も
同
筆
と
見
て
良
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
書
写
奥
書
に
よ
れ
ば
、
本
文
の
書
写
者
は
玉
蔵
院
慶
春
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
奥
書

・
表
紙
墨
書
の
筆
跡
を
良
忠
の
筆
跡
と
考
え
る
の
な

ら
ば
、
奥
書

・
表
紙
墨
書
と
本
文
部
分

（図
１
参
照
）
と
は
別
筆
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
随
心
院
本
の
本
文
の
書
写
に
は
連
綿
が
用
い
ら
れ
、
楷
書
体
で

記
さ
れ
る
奥
書
類
と
の
比
較
は
難
し
い
も
の
の
、
か
な
り
印
象
の
異
な
る
筆

致
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
或
い
は
、
こ
の
差
異
が
、
書
写
者
の
交
代
を
示
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
確
定
は
、
良
忠
、
慶
春
の
自
筆
資
料
の
出
現
を

待

っ
て
行
う
べ
き
で
は
あ
る
が
、
随
心
院
本
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
記
し
て

お
き
た
い
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
随
心
院
に
所
蔵
さ
れ
る

『訳
和
和
歌
集
』
に
付
さ
れ
た
奥

書

・
識
語
を
読
み
解
く
こ
と
を
通
し
て
、
従
来
知
ら
れ
な
か
っ
た
撰
者
実
海

の
最
晩
年
の
事
跡
と

『訳
和
和
歌
集
』
の
成
立
と
伝
領
過
程
の

一
端
を
明
ら

か
に
し
た
。
随
心
院
本
奥
書
は
、
武
州

。
上
州
と
い
っ
た
関
東
圏
で

『
訳
和

和
歌
集
』
が
書
写

・
伝
領
さ
れ
る
際
に
、
実
海
自
身
の
加
筆
や
修
訂
を
も
っ

て
本
文
改
訂
が
な
さ
れ
た
事
例
を
伝
え
て
お
り
、
所
収
の
本
文
も
そ
う
し
た

事
跡
を
反
映
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
文
状
態
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
全

文
の
翻
刻
も
含
め
、
稿
を
改
め
考
え
て
み
た
い
。

web公開に際し、画像は省略しました」



注（１
）

所
謂
、
仙
波
談
所
。
現
在
は

「喜
多
院
」
の
表
記
を
用
い
る
。

（２
）

実
海
の
生
年
に
つ
い
て
は
、
異
説
も
あ
る
。

（３
）

廣
田
哲
通

『中
世
仏
教
説
話
の
研
究
』
（勉
誠
社

昭
６２

・
５
）、
同

『中

世
法
華
経
注
釈
書
の
研
究
』
（笠
間
書
院

平
５

ｏ
９
）、
同

『天
台
談
書
で

法
華
経
を
読
む
』
（翰
林
書
房
　
平
９

ｏ
２
）、
同

「直
談
の
語
り
手
た
ち
―

実
海
の
営
為
」
「
叡
山
を
め
ぐ
る
人
々
』
世
界
思
想
社

平
５

ｏ
ｌＯ
）。

渡
辺
麻
里
子

「法
華
経
注
釈
書
の
位
相
―

『轍
塵
抄
』
の

「訓
読
之
志
」
を

端
緒
と
し
て
―
」
（仏
教
文
学
２４

平
１２

・
３
）、
同

「
鷲
林
拾
葉
妙
』
と

『轍
塵
抄
』
―
関
東
天
台
の
学
僧
に
お
け
る
学
問
の
形
成
―
」
（印
度
学
仏
教

学
研
究
５２
‐
２

平
１６

・
３
）。

（４
）

毛
利
み
の
り

「法
華
経
歌
集
類
衆
の
方
法
―
訳
和
歌
集
に
つ
い
て
」
（女

子
大
文
学
４４

平
５

ｏ
３
）。

（５
）

辻
勝
美

・
那
須
陽

一
郎

「
日
本
大
学
所
蔵

『訳
和
和
歌
集
』
〈翻
刻
〉

（上
ご

（語
文
１１７

平
１３

・
‐２
）ヽ

「同

（下
と

（語
文
１１８

平
１４

・
３
）。

（６
）

那
須
陽

一
郎

『訳
和
和
歌
集
』
本
文
の
研
究
―
慶
安
五
年
刊
本

・
承
応
二

年
刊
本

本
文
異
同

一
覧
―
」
（
日
本
大
学
大
学
院
国
文
学
専
攻
論
集
１

平

‐６

・
９
）

（７
）

内
野
優
子

「慶
安
五
年
刊

『訳
和
和
歌
集
』
翻
刻
と
解
題
　
付
校
異

（
一
）
～

（三
と

（文
献
探
求
３９
～
４‐

平
１３

・
３
～
１５

。
３
）

（８
）

随
心
院
聖
教
類
綜
合
調
査
団

『随
心
院
聖
教
類
の
研
究
』
（汲
古
書
院

平

７

●
５
）
六
十

一
頁
に
伝
存
が
記
さ
れ
、
海
野

「随
心
院
門
跡
と
歌
書
」

今
日
本
古
典
文
学
史
の
課
題
と
方
法
』
和
泉
書
院

平
１６

・
３
）
に
他
の
随

心
院
に
伝
領
さ
れ
た
歌
書
類
と
共
に
簡
略
な
紹
介
を
行
っ
た
。

（９
）

那
須
陽

一
郎

「『訳
和
和
歌
集
』
の
供
文
―

『良
恕
聞
書
』
所
収

「訳
和

集
抜
書
」
の
考
察
―
」
釜

文̈
１２‐

平
１７

・
３
）

（１０
）

実
海
当
時
の
河
越
城
主
は
太
田
氏
。

（１１
）

『前
橋
市
史
２
』
（前
橋
市

昭
４８

・
８
）
六
～
十
五
頁
に

「厩
橋
」
「前

橋
」
の
表
記
の
歴
史
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
が
あ
る
。
初
出
史
料
は

「厩

橋
」
の
方
が
時
期
的
に
早
い
よ
う
で
あ
る
。

（‐２
）

『前
橋
市
史
６

資
料
編
１
』
（前
橋
市

昭
６０

．
２
）
所
収
の
中
世
文
書
類

（九
九

「上
杉
輝
虎
へ
味
方
す
る
厩
橋
衆
等
記
載
の
関
東
幕
注
文
」
（永
禄
四

年
）、　
一
五
五

「豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
攻
め
に
対
す
る
後
北
条
家
人
数
覚
書
」

（天
正
十
八
年
）
等
）
に
は
、
厩
橋
衆
の
名
が
列
挙
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は

細
井
氏
の
名
は
挙
が
ら
な
い
。

（‐３
）

『新
編

埼
玉
県
史

通
史
編
２
中
世
』
（埼
玉
県

昭
６３

・
３
）
第
四
章
後

北
条
氏
の
武
蔵
支
配

（四
五

一
頁
～
）
に
詳
し
く
、
同
四
七
四
頁
に
天
文
二

年

（‐５４２
）
六
月
以
降
の
河
越
合
戦
関
連
年
表
が
あ
る
。

（‐４
）

『過
去
帳
』
（
川
越
市
史

史
料
編

中
世
Ⅱ
』
川
越
市

昭
５０

。
３
）
三
二

三
頁
に
没
年
の
記
載
が
あ
る
。

（‐５
）

尾
上
寛
仲

「関
東
の
天
台
談
義
所
―
仙
波
談
義
所
を
中
心
と
し
て
―

（上
）
（中
）
（下
と

（金
沢
文
庫
研
究
１６
‐
３
～
５

昭
４５

・
３
～
５
）

（‐６
）

那
須
陽

一
郎

『訳
和
和
歌
集
』
の
諸
本
に
つ
い
て
」
（和
歌
文
学
会
平
成

‐６
年
６
月
例
会
発
表
資
料
）

（‐７
）

『神
道
集
』
巻
三

「上
野
国
九
ヶ
所
大
明
神
事
」
に

「
二
宮
ヲ
赤
城
大
明

神
卜
申
。
惣
シ
テ
三
所
御
在
ス
」
と
見
え
る
。
『前
橋
市
史
１
』
（前
橋
市

昭
４６

。
１
）
七
六
三
頁
参
照
。

（‐８
）

『前
橋
市
史
１
』
七
六
九
頁
参
照
。

（‐９
）

『前
橋
市
史
６

資
料
編
１
』
所
収
文
書

一
一
九

。
一
二
〇
、
ま
た
、
『新

潟
県
史

資
料
編
５
』
（新
潟
県

昭
和
５９

。
３
）
所
収
文
書
、
三
八
〇
七

・

三
八
〇
八
。

（２０
）

天
正
十
二

（‐５４３
）
発
給
の
北
条
高
広
よ
り
厩
橋
八
幡
宮
別
当
宛
安
堵
状
の

宛
先
に
は
、
「八
幡
別
当
　
最
勝
院
」
と
あ
り
、
天
正
十
五
年
発
給
の
八
幡

宮
社
領
及
び
守
護
不
入
の
北
条
高
広
安
堵
状
の
宛
先
に
は
、
「八
幡
房
」
と

あ
る
。
『前
橋
市
史
６

資
料
編
１
』
所
収
文
書

一
四
五

・
一
四
九
。

（２‐
）

『
川
越
市
史

史
料
編

中
世
Ⅱ
』
二
九
九
頁
。



（２２
）

叡
山
文
庫
調
査
会

『叡
山
文
庫
天
海
蔵
識
語
集
成
』
（私
家
版

平
１２

・

７
）
六
十
二
頁
。

（２３
）

『叡
山
文
庫
天
海
蔵
識
語
集
成
』

一
四
五
頁
。

（２４
）

表
紙
に
記
さ
れ
る
墨
署
名
に
つ
い
て
は
、
田
中
登

・
牧
野
和
夫

・
武
井
和

人

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
奥
書

・
識
語
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
」
（調
査
研
究
報

告
１７

平
８

・
３
）
所
収
の
牧
野
氏
に
よ
る
報
告
、
橋
本
信
吉

『古
典
籍
が

語
る
―
書
物
の
文
化
史
』
（岩
波
書
店

平
１６

・
‐１
）
に
、
そ
の
通
例
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
る
。

（２５
）

但
し
、
奥
書

・
表
紙
墨
書
ま
で
含
め
て
慶
春
の
筆
跡
と
考
え
て
も
、
奥
書

に
記
さ
れ
る
書
写
過
程
と
矛
盾
は
し
な
い
。

付
記
　
二貝
重
な
典
籍

。
文
書
類
の
調
査
と
紹
介
を
お
許
し
頂
き
ま
し
た
随
心
院
当

局
、
執
事

亀
谷
英
央
師
、
亀
谷
壽

一
師
、
ま
た
、
お
世
話
頂
き
ま
し
た
随

心
院
の
皆
様
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
は
、
財
団
法
人

懐
徳
堂
記
念
会
研
究
助
成
金

「訳
和
和
歌
集
の
基

礎
的
研
究
」
（研
究
代
表
者

・
海
野
）、
及
び
、
科
学
研
究
費
補
助
金

基
盤

研
究

（Ｂ
）
「小
野
随
心
院
所
蔵
の
文
献

。
図
像
調
査
を
基
盤
と
す
る
相
関

的

・
総
合
的
研
究
と
そ
の
展
開
」
（研
究
代
表
者

・
荒
木
浩
）
に
よ
る
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

―
本
学
大
学
院
助
手
―




